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◇ 

特
別
寄
稿 

  

遠
藤
周
作
学
会
は
二
〇
二
〇
年
度
、
創
設
十
五
年
を
迎
え
た
。

ま
た
今
年
六
月
に
は
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
た
資
料
の
中
か
ら
未
発
表
作
品
「
影
に
対
し
て
」
の
原
稿
が
発

見
さ
れ
る
と
い
う
、
遠
藤
周
作
研
究
に
携
わ
る
我
々
に
と
っ
て
大

変
刺
激
的
な
ニ
ュ
ー
ス
も
飛
び
込
ん
で
き
た
。 

そ
れ
を
記
念
し
て
、
学
会
代
表
の
川
島
秀
一
氏
、
長
崎
市
遠
藤

周
作
文
学
館
の
川
﨑
友
理
子
氏
か
ら
会
員
の
方
々
に
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。 

 

【
遠
藤
周
作
学
会
代
表
・
川
島
秀
一
氏
】 

「
学
会
の
十
五
年
を
振
り
返
っ
て
」 

■

亡
き
あ
る
若
者
の
話―

―

遠
藤
文
学
と
の
ふ
と
し
た
出
会
い

か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
女
性
自
衛
隊
員
の
職
を
辞
し
、
東
京
の
某
大

学
に
編
入
。
以
来
三
年
に
わ
た
る
遠
藤
文
学
と
の
苦
闘
が
始
ま
る
。 

   

問
わ
れ
た
の
は
、
長
い
間
彼
女
の
宿
痾
と
化
し
た
か
の
よ
う
な

〈
人
生
〉
の
意
味
を
め
ぐ
る
悲
痛
な
問
い
。
そ
の
間
、
彼
女
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
卒
論
に
選
ん
だ
の
が
『
深

い
河
』。
作
品
と
の
闘
い
は
壮
絶
な
も
の
で
あ
っ
た
。
命
を
賭
し

て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
卒
論
に
は
、
激
し
い
文
字
の
乱
れ
と
幾
つ
も

の
涙
の
染
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。
自
身
は
そ
の
卒
論
を
形
見
の
よ

う
に
し
て
、
卒
業
直
後
、
呼
吸
不
全
で
そ
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
る
。

い
ま
、
そ
の
若
者
の
魂
は
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
の
地
下
納
骨
堂
に

眠
っ
て
い
る
。 

■

私
た
ち
の
〈
遠
藤
周
作
学
会
〉
は
本
年
度
創
設
十
五
年
を
迎
え

る
。
そ
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
遠
藤
周
作
と
い
う
作
家
に
深

く
か
か
わ
り
続
け
よ
う
と
す
る
学
会
の
意
味
と
役
割
に
つ
い
て

そ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
。
そ
の
若
者
に
と
っ
て
、
遠
藤
文
学
の

〈
言
葉
〉
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
〈
い
の
ち
〉
の
確
か
な
糧
で
あ
っ
た

と
と
も
に
、
壮
絶
な
闘
い
を
強
い
る
劇
薬
で
も
あ
っ
た
。
文
学
と

い
う
〈
言
葉
〉
の
栄
光
と
悲
惨
。
そ
の
よ
う
な
人
生
を
横
に
し
て
、

遠
藤
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作
学
会 
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私
た
ち
の
《
研
究
》
と
は
何
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

常
に
私
た
ち
は
「
研
究
者
」
と
し
て
冷
静
さ
を
装
う
よ
う
に
見
え

る
の
だ
が
、
そ
の
若
者
に
課
し
た
に
違
い
な
い
〈
言
葉
〉
の
激
し

い
熱
情
と
畏
れ
は
、
ま
た
研
究
者
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

研
究
と
は
、
何
か
に
つ
い
て

、

、

、

の
情
報
で
は
な
く
、
い
の
ち
の
交
わ

り
と
し
て
の
〈
言
葉
〉
を
伝
達
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

■

こ
の
十
五
年
に
わ
た
る
学
会
の
継
続
は
、
佐
藤
泰
正
先
生
、 

笠
井
秋
生
先
生
な
ど
多
く
の
先
達
の
働
き
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
。
現
在
の
会
員

一
〇
三
名
。
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
遠
藤
文
学
の
〈
言
葉
〉
が

持
つ
熱
情
と
畏
れ
を
身
に
刻
み
つ
つ
、
日
々
研
鑽
に
励
む
こ
と
に

な
る
。
過
ぎ
た
十
五
年
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
刻
ま
れ
る
で
あ
ろ
う

新
た
な
十
五
年
と
い
う
時
間
、
そ
の
困
難
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、

〈
文
学
〉
と
い
う
〈
言
葉
〉
の
原
点
を
見
つ
め
て
進
ん
で
い
こ
う
。 

 

【
遠
藤
周
作
文
学
館
・
川
﨑
友
理
子
氏
】 

「
「
影
に
対
し
て
」
発
見
と
企
画
展
」 

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
で
は
開
館
二
十
周
年
記
念
と
し
て
、

令
和
二
年
七
月
一
日
（
水
）
よ
り
令
和
三
年
六
月
三
十
日
（
水
）

ま
で
「
遠
藤
周
作
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
展―

―

〈
生
活
〉
と
〈
人
生
〉

の
違
い―
―

」
を
開
催
。
遠
藤
の
生
涯
と
人
生
観
の
深
ま
り
を
た

ど
り
、
真
摯
に
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ

イ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。
本
展
は
〈
信
じ
る
こ
と
〉
〈
苦
し
み
〉

〈
遊
び
〉〈
老
い
と
死
〉
の
四
部
構
成
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
の
中

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
〈「
第
三
の
新
人
」
と
の

交
友
〉
に
つ
い
て
も
一
部
紹
介
し
て
い
る
。
未
発
表
小
説
「
影
に

対
し
て
」
の
草
稿
と
秘
書
に
よ
る
清
書
原
稿
は
初
公
開
（
全
文
は

「
三
田
文
學
」
夏
季
号
に
掲
載
。
ま
た
、
十
月
末
に
は
新
潮
社
か

ら
本
作
を
含
ん
だ
短
編
集
『
影
に
対
し
て 

母
を
め
ぐ
る
物
語
』

が
刊
行
さ
れ
る
）。 

「
影
に
対
し
て
」
の
発
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
当
館
で
は
開
館

以
来
、
資
料
整
理
を
進
め
て
お
り
、
す
べ
て
の
原
稿
を
保
存
袋
お

よ
び
保
存
箱
に
入
れ
て
目
録
化
し
た
上
で
、
掲
載
誌
等
の
調
査
を

し
て
い
る
。
今
回
、
企
画
展
で
紹
介
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
原
稿
を
探

す
た
め
に
未
調
査
の
箱
の
中
に
入
っ
た
原
稿
を
確
認
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
本
稿
を
発
見
し
た
。
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
三
田

文
學
」
等
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
秘
書
に
よ
る
清
書
原
稿
に
書
か

れ
た
題
字
（
題
字
と
署
名
は
本
人
）
を
見
る
と
、「
燭
影
」
と
い

う
文
字
が
消
し
ゴ
ム
で
消
さ
れ
た
跡
が
残
っ
て
お
り
、
当
初
の
題

「
燭
影
」
か
ら
「
影
に
対
し
て
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

こ
と
を
新
た
に
記
す
。 

本
展
の
図
録
も
販
売
中
（
Ａ
４
判
、
本
文
三
十
六
頁
、
頒
価
千

円
）。
部
門
解
説
、
展
示
資
料
の
図
版
や
解
説
、「
影
に
対
し
て
」

の
概
説
と
共
に
、
遠
藤
文
学
の
魅
力
や
〈
遊
び
〉
の
世
界
の
本
質
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に
迫
る
寄
稿
も
収
録
し
て
い
る
。
と
く
に
〈「
第
三
の
新
人
」
と

の
交
友
〉
の
章
で
は
、
遠
藤
と
阿
川
弘
之
と
吉
行
淳
之
介
が
昭
和

三
十
年
代
に
少
女
雑
誌
「
り
ぼ
ん
」
で
連
載
し
た
小
説
の
誌
面
や
、

庄
野
潤
三
遠
藤
周
作
あ
て
葉
書
、
吉
行
淳
之
介
遠
藤
周
作
あ
て
書

簡
な
ど
を
初
掲
載
し
て
い
る
の
で
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
当

館
シ
ョ
ッ
プ
、
ま
た
は
通
信
販
売
（
現
金
書
留
、
送
料
は
着
払
い
）

で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

◇ 

総
会 

第
十
五
回
二
〇
二
〇
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
肺
炎
感
染
予
防
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
今
年
度
の
総
会
は
メ
ー
ル
会
議
の
形
で
行
わ
れ
た
。 

ま
ず
、
二
〇
一
九
年
度
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。
内
容
は
次
の

と
お
り
。 

◆ 

『
遠
藤
周
作
事
典
』
は
現
在
、
鼎
書
房
に
よ
る
項
目
デ

ー
タ
の
組
版
用
デ
ー
タ
の
作
成
を
完
了
し
た
。
作
業
が

順
調
に
進
め
ば
二
〇
二
〇
年
一
月
～
二
月
中
に
刊
行

の
予
定
。 

◆ 

第
十
四
回
二
〇
一
九
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を
長
崎
市
出
津
地
区
公
民
館
に
て
開
催
。
会
員
二
十
九

名
の
他
、
一
般
の
聴
講
者
の
参
加
が
多
数
あ
っ
た
。
翌

日
に
は
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会
・
遠
藤
周
作
学
会
・
長

崎
市
立
図
書
館
の
共
催
と
な
る
国
際
学
術
会
議
を
長

崎
市
立
図
書
館
に
て
開
催
。
会
員
三
十
三
名
の
他
、
芥

川
学
会
の
会
員
を
含
む
一
〇
〇
名
以
上
が
参
加
し
た
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
三
号
発
行
。
第
十
三

号
は
、
国
際
学
術
会
議
の
講
演
二
本
と
報
告
、
六
篇
の

論
稿
、
一
篇
の
書
評
、
北
田
雄
一
氏
に
よ
る
研
究
展
望
、

ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル
氏
と
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
氏
に
よ
る
「
遠
藤
周
作
英
文
参
考
文
献
目
録
」
を
収

録
。 

◆ 

会
員
数
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
時
点
で
一
〇
三
名
。 

◆ 

笛
木
美
佳
氏
に
よ
り
二
〇
一
九
年
度
の
会
計
報
告
が 

な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

 続
い
て
、
事
務
局
よ
り
二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
が
示
さ

れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

二
〇
二
〇
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
る
が
、
全
国

大
会
が
中
止
と
な
り
、
役
員
会
・
総
会
も
メ
ー
ル
で
の

開
催
と
な
っ
た
た
め
、
改
選
は
一
年
延
期
す
る
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
十
四
号
）
募
集

要
項
等
は
こ
れ
ま
で
通
り
。 

◆ 
二
〇
二
一
年
度
の
大
会
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
十
一
日

（
土
）
に
南
山
大
学
で
開
催
予
定
。 
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◇ 

事
務
局
よ
り 

▼
例
年
で
す
と
「
会
報
」
の
ト
ッ
プ
に
は
、
全
国
大
会
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
二
〇
二
〇
年
度
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
二
〇
二
〇
年
は
学
会
に
と
っ
て
大
切

な
記
念
の
年
で
す
。
快
く
ご
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
川
島
秀
一
代
表
、

川
﨑
友
理
子
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
四
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し

ま
す
。
投
稿
申
し
込
み
は
、
十
二
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の

う
え
、
会
員
の
方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で
す
。

三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。 

▼
次
回
の
大
会
は
、
中
止
と
な
っ
た
第
十
五
回
大
会
の
開
催
校
で

あ
っ
た
、
金
承
哲
氏
が
所
属
さ
れ
る
愛
知
県
の
南
山
大
学
で
行

わ
れ
ま
す
。
愛
知
県
は
、
遠
藤
が
戦
国
三
部
作
の
執
筆
に
お
い

て
刺
激
を
受
け
た
『
武
功
夜
話
』
が
発
見
さ
れ
た
地
で
あ
り
、

作
中
に
も
度
々
登
場
し
ま
す
。
今
年
度
は
多
く
の
学
会
が
中
止

と
な
り
、
研
究
発
表
や
情
報
交
換
の
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

研
究
を
通
じ
た
交
流
の
機
会
を
強
く
望
ん
で
い
る
会
員
の

方
々
も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
来
年
度
こ
そ
は
多
く
の
学

会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、
盛
会
と
な
り

ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
最
後
に
学
会
員
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
機

関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、
次

号
も
北
田
雄
一
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
の
で
、
遠
藤
周
作
に
関
す

る
会
員
の
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献

に
つ
い
て
の
情
報
を
、
北
田
氏
に
直
接
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

（E
-m

a
il: k
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d

a
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@
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m

a
il.co

m

）。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
参
考
文
献
目
録
に
つ
い
て
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
文
責 

会
報
担
当 

古
浦
修
子
）  
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